
本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

見える！ 動く！ 創り出す！
クニタチッタ

議会運営
委員会

日 月 火 水 木 金 土
5/31

7

14

21

6

13

20

27

6/1

22

2

16

23

10

17

24

本会議
初　日

本会議
一般質問

8

18

11

25

12

19

26

3
議会運営
委員会

本会議
最終日

本会議 一般質問

常任委員会

15

4 5

9

今 の ト ッピ ク ス号
令和8年第2回定例会の日程（予定）

請願・陳情
提出締切 5月29日㈮正午までに議会事務局へご持参ください。

初日：5月29日㈮
常任委員会（3日間とも）：6月9日㈫
最終日：6月18日㈭

手話通訳の
申込締切

※ 手話通訳を希望される方は、右の二次元コードよ
り国立市議会ホームページ「令和8年第2回定例会
の手話通訳の申し込みについて」をご覧ください。

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

議場の傍聴
について

市議会を直接傍聴してみませんか（車いすでの傍聴可）
市ホームページからインターネット中継でもご覧いただけますが、
市役所へのご用事でご来庁していただいた合間にも傍聴することが
できます。直接議場で傍聴し身近に議会を感じてみませんか。

第11号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

国立市こどもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案について

第29号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

国立市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について

第21号～第25号議案 ▶▶▶ ４・５面に詳細

令和８年度国立市一般会計・各特別会計・公営企業会計の予算案について

市長施政方針表明に対する会派代表質問について▶▶▶8面に詳細

令和8年度予算案に対する会派代表討論ついて▶▶▶4・5面に詳細

５月５日  №279
第 1 回 定 例 会
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国立市議会 検索

本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞご覧ください。 国立市議会　中継

国立駅は2026年4月1日に開業100年を迎えました国立駅は2026年4月1日に開業100年を迎えました
〔開業100周年記念イベント（4月18日）にて撮影〕〔開業100周年記念イベント（4月18日）にて撮影〕
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
２
年
に
１
度
の
税
率
引
き
上
げ
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
生
活
実
態
を

考
慮
せ
ず
計
画
だ
け
に
基
づ
い
て
値
上

げ
を
進
め
れ
ば
、
応
能
負
担
の
原
則
に

反
す
る
懸
念
が
な
い
か
。

Ａ
計
画
で
は
社
会
状
況
の
変
化
を
見
て

必
要
に
応
じ
て
見
直
す
と
し
て
お
り
、

必
ず
し
も
一
定
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
と

定
め
た
も
の
で
は
な
い
。
現
状
の
制
度

で
被
保
険
者
が
ど
こ
ま
で
負
担
で
き
る

か
は
非
常
に
疑
問
の
た
め
、
国
や
都
が

見
解
を
示
す
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
今
後
の
値
上
げ
も
含
め
て
市
民
へ
の

説
明
は
行
っ
た
の
か
。

Ａ
様
々
な
媒
体
を
利
用
し
、
周
知
に
つ

い
て
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
収
納
率
の
維
持
向
上
に
向
け
た
努
力

を
ど
う
し
て
い
る
か
。

Ａ
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
、

高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
。
引
き

続
き
収
納
課
と
し
て
も
努
力
し
て
い
く
。

Ｑ
23
区
の
収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

Ａ
都
内
の
担
当
係
長
で
話
を
す
る
機
会

が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
で
収
納
の
技
術

や
考
え
方
を
共
有
化
し
て
い
き
た
い
。

Ａ【
市
長
】都
や
23
区
の
区
長
が
参
加
す

る
会
議
で
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
ま
ず

市
長
会
の
中
で
問
題
意
識
を
高
め
、
内

容
や
訴
え
方
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
税
率
改
定
後
の
国
立
市
の
均
等
割
額

は
26
市
中
で
ど
の
程
度
か
。

Ａ
均
等
割
で
は
26
位
に
、
所
得
割
と
し

て
は
下
か
ら
４
番
目
の
23
位
と
な
る
見

込
み
。

Ｑ
今
回
の
改
定
は
運
営
協
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
運
営
協
議
会

で
は
被
保
険
者
へ
の
負
担
の
配
慮
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
物
価
高
の
中
で
負
担
を
求
め
る
の
は

非
常
に
厳
し
い
判
断
だ
と
し
た
上
で
、

制
度
維
持
の
た
め
に
は
保
険
税
水
準
の

統
一
化
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
激
変
緩
和
と
し
て
少

し
ず
つ
統
一
水
準
に
近
づ
け
て
い
く
こ

と
、
負
担
軽
減
や
健
康
増
進
施
策
の
推

進
、
ま
た
医
療
費
や
収
納
率
等
で
の
市

の
努
力
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
制
度
を

国
や
都
に
求
め
て
い
く
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
23
区
と
比
較
し
て
国
立
市
は
外

国
人
の
影
響
が
大
き
く
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
23
区

は
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
様
々
な
角
度
か
ら
23
区
や
都
と
意

見
交
換
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

反
対　
国
が
進
め
る
保
険
税
水
準
の
統

一
と
赤
字
繰
入
れ
の
解
消
は
、
負
担
増

を
地
方
に
強
要
す
る
地
方
自
治
へ
の
介

入
だ
。
物
価
高
の
今
、
負
担
増
に
は
疑

義
が
あ
る
。
本
来
国
庫
で
負
担
す
べ
き

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
均
等

割
に
上
乗
せ
す
る
徴
収
方
法
も
疑
問
だ
。

賛
成　
マ
イ
ナ
保
険
証
や
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
よ
っ
て
、
無
駄
を
省
い
た

り
薬
の
重
複
を
抑
え
る
こ
と
で
保
険
料

や
医
療
費
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。便
利
で
か
つ
事
務
負
担
も
減
り
、医

療
費
全
体
を
抑
制
で
き
る
マ
イ
ナ
保
険

証
の
活
用
の
積
極
的
な
宣
伝
を
求
め
る
。

賛
成　
物
価
高
が
続
く
中
で
保
険
税
の

値
上
げ
は
で
き
る
限
り
避
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
税
率
の
一
元
化
の
流
れ

の
中
、
段
階
的
な
見
直
し
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
だ
と
理
解
し
た
。今
後
も
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
財
政
支
援
の
強
化

を
国
や
都
へ
求
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

賛
成　
渋
々
で
は
あ
る
が
賛
成
。
法
定

外
繰
入
れ
の
解
消
や
広
域
化
と
い
っ
た

目
標
は
否
定
し
な
い
が
、
急
激
な
や
り

方
で
は
様
々
な
負
担
が
生
じ
か
ね
な
い
。

何
か
手
助
け
が
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と

は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
市
長
を
先
頭

に
訴
え
る
べ
き
。

賛
成　
26
市
と
23
区
の
収
納
率
の
差
を

埋
め
て
い
か
な
い
限
り
、
都
全
体
で
の

国
保
財
政
の
安
定
化
は
難
し
い
。
都
全

体
と
し
て
収
納
率
向
上
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
必
要
だ
。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
１
回
200
円
の
自
己
負
担
が
な
く
な
る

と
、
頻
回
受
診
が
増
え
る
と
の
指
摘
が

あ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

Ａ
受
診
へ
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
り
、
様
子
を
見
よ
う
と
い
う
迷
い
が

な
く
な
る
と
、
病
気
の
早
期
発
見
や
治

療
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
重
症
化
の
コ

ス
ト
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ぜ

ん
そ
く
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
慢
性
疾
患

の
お
子
さ
ん
を
抱
え
る
世
帯
で
あ
っ
た

り
、
多
子
世
帯
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
１

回
200
円
の
負
担
も
積
み
重
な
れ
ば
、
大

き
な
も
の
と
な
る
。
医
療
費
の
完
全
無

償
化
と
い
う
分
か
り
や
す
く
て
実
効
性

の
高
い
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
機
会
に
も
な

る
。

Ｑ
10
月
の
制
度
開
始
に
向
け
た
保
護
者

や
医
療
機
関
へ
の
広
報
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

Ａ
保
護
者
に
は
、
医
療
証
の
切
替
え
の

時
期
に
個
別
に
案
内
す
る
。
市
報
な
ど

に
も
掲
載
予
定
だ
。
医
療
機
関
に
は
自

己
負
担
の
撤
廃
に
つ
い
て
、
事
前
に
ご

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
決
ま
り
次
第
、

改
め
て
お
話
を
す
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
物
価
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
社
会

情
勢
を
見
る
と
、
子
育
て
世
帯
が
日
々

抱
え
て
い
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
は
急
務
だ
と
思
う
。
ま
た
、
熱

が
出
て
、
ど
の
程
度
で
受
診
す
る
か
迷

う
時
も
あ
る
。
心
理
的
な
負
担
を
な
く

し
、
医
療
に
安
心
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
大
事
だ
。
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
社
会
全
体
で
等
し

く
守
る
と
い
う
市
の
姿
勢
を
評
価
す
る
。

賛
成　
頻
回
受
診
を
抑
え
る
名
目
で
設

定
さ
れ
て
い
た
200
円
の
自
己
負
担
を
な

く
し
、
完
全
無
償
化
が
実
現
す
る
。
福

祉
保
険
委
員
会
で
も
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
子
ど
も
ベ
ー

シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
大
変
喜
ば
し
い
。

賛
成　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
増
え

て
い
る
中
、
医
療
機
関
で
も
現
金
で
の

や
り
取
り
が
負
担
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
知
っ
た
。
完
全
無
償
化
で
受
診
す
る

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
る
の
で
、
無
駄
な

受
診
が
増
え
る
と
の
市
民
の
心
配
に
対

し
、
市
か
ら
は
、
早
め
の
受
診
で
重
症

化
が
防
げ
る
、
こ
れ
は
む
し
ろ
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
そ

の
考
え
は
と
て
も
よ
い
と
思
う
。
市
の

負
担
１
千
200
万
円
に
つ
い
て
は
、
都
が

確
保
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

賛
成　
国
は
異
次
元
の
少
子
化
対
策
を

掲
げ
て
い
る
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
世

代
へ
の
直
接
的
な
支
援
が
十
分
と
は
言

え
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。
市
が
こ

ど
も
医
療
費
の
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。

賛
成　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
保

険
証
や
医
療
証
の
提
示
、
200
円
の
支
払

い
が
あ
っ
て
大
変
。
金
額
的
な
負
担
だ

け
で
な
く
、
動
作
も
減
り
大
変
助
か
る
。

賛
成　
子
ど
も
が
さ
っ
き
ま
で
元
気
に

遊
ん
で
い
た
の
に
、
急
に
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
。
何
で
か
な
と
思
っ
た
ら
高
熱

を
出
し
て
い
た
場
面
な
ど
よ
く
あ
る
と

思
う
。
医
療
機
関
に
か
か
り
や
す
い
環

境
整
備
に
向
け
て
、
無
償
化
は
非
常
に

よ
い
こ
と
だ
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
間

違
い
な
く
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
、
現

場
で
混
乱
が
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

場
で
混
乱
が
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

国立市議会 検索

国立市こどもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案が
全会一致で可決されました
【こどもの医療費で1回200円の支払いがなくなります（令和8年10月1日から）】

第11号
議案

国立市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案が賛成多数で
可決されました
【改定計画に基づき、国民健康保険の税率が改定されました】

第29号
議案
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会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之・髙柳貴美代・遠藤直弘（議長）・大谷俊樹） 風＝社民・ネット・風（関口博・藤田貴裕・古濱薫・中谷絢子）
公＝公明党（青木淳子・香西貴弘・山口智之） 共＝日本共産党（住友珠美・矢部新） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）維＝日本維新の会（中川貴大）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和8年第1回定例会 令和8(2026)年2月24日～3月24日 各会派の議案等への賛否　〇：賛成  ×：反対　※ :可否同数による議長裁決
議案
番号 件    名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

4
風
4
公
3
共
2
新
2
維
1
立
1
こ
1
み
1
耕
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予

算

第16号 令和7年度国立市一般会計補正予算(第10
号)案

【補正額:△７億9,316万1,000円】【補正後総額:411億6,790万3,000円】
【主な内容】児童手当支給事業費、障害福祉サービス費等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第17号 令和7年度国立市国民健康保険特別会計補
正予算(第2号)案

【補正額:△1,565万4,000円】【補正後総額:72億7,460万円】
【主な内容】決算見込み等による総務費、保険給付費等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第18号 令和7年度国立市介護保険特別会計補正予
算(第3号)案

【補正額:△3,320万1,000円】【補正後総額:69億3,945万4,000円】
【主な内容】決算見込み等による介護給付費、地域支援事業費等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第19号 令和7年度国立市後期高齢者医療特別会計
補正予算(第2号)案

【補正額:＋8,864万2,000円】【補正後総額:23億2,936万円】
【主な内容】決算見込み等による保険給付費、広域連合給付金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第20号 令和7年度国立市下水道事業会計補正予算
(第2号)案

【補正額:収益的収入 △5,605万8,000円】 【補正後総額: 19億3,704万1,000円】
【補正額:収益的支出 △6,807万2,000円】 【補正後総額: 18億6,415万3,000円】
【補正額:資本的収入 △4億1,245万4,000円】 【補正後総額:8億5,469万円】
【補正額:資本的支出 △4億717万7,000円】 【補正後総額: 12億671万7,000円】
【主な内容】流域下水道維持管理負担金、ストックマネジメント(管路施設)改築委託料の執行見込み等による減額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第21号 令和8年度国立市一般会計予算案 歳入歳出予算総額　 413億9,300万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

第22号 令和8年度国立市国民健康保険特別会計予算案 歳入歳出予算総額　 72億3,575万7,000円 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第23号 令和8年度国立市介護保険特別会計予算案 歳入歳出予算総額　 70億3,118万9,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第24号 令和8年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 歳入歳出予算総額　 24億5,937万9,000円 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第25号 令和8年度国立市下水道事業会計予算案 【収益的収入  20億1,648万3,000円】　【収益的支出  21億2,393万7,000円】
【資本的収入  17億2,946万4,000円】　【資本的支出  20億7,247万4,000円】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

第30号 令和7年度国立市一般会計補正予算(第11
号)案

【補正額:＋4,797万7,000円】【補正後総額:412億1,588万円】
【主な内容】会計年度任用職員報酬等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第31号 令和8年度国立市一般会計補正予算(第1号)
案

【補正額:＋1億315万6,000円】【補正後総額:414億9,615万6,000円】
【主な内容】旧本田家住宅復原工事、エアコン購入経費等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

条　
例

第６号 国立市特定乳児等通園支援事業の運営の基
準に関する条例案

子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、国立市における特定乳児等通園支
援事業の運営に関する基準を定めるため、条例を制定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第７号 国立市議会議員及び国立市長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例案

国立市議会議員及び国立市長の選挙におけるビラの作成費及びポスターの作
成費に係る公費負担の上限額を改定するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第８号 国立市行政手続条例の一部を改正する条例案 行政手続法の一部改正に伴い、聴聞等の通知の公示方法を見直すため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第９号 国立市国民健康保険出産費資金貸付基金条
例を廃止する条例案

出産育児一時金直接支払制度の普及等により、出産費資金の貸付けを受ける
者がないため、条例を廃止する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第10号 国立市国民健康保険高額療養費資金貸付基
金条例を廃止する条例案

高額療養費の現物給付化の普及等により、高額療養費資金の貸付けを受ける
者がないため、条例を廃止する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第11号 国立市こどもの医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例案

小学生から高校生相当年齢までのこどもの医療費について、通院1回当たり200円の
自己負担金を控除した額を助成しているところであるが、当該自己負担金を撤廃し
て保険診療における医療費の完全無償化を実施するため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第12号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例
案

令和7年度税制改正に伴う介護保険法施行令の一部改正に伴い、令和8年度における保険
料率の算定に関する所得の額の算定方法等の特例を定めるため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第13号 国立市後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例案

地方税法の一部改正に伴い、公示送達の方法について規定の整備を行うた
め、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第14号 国立市空家等対策審議会条例の一部を改正
する条例案

空家対策に関する所管事務が生活環境部まちの振興課から都市整備部都市計
画課に移管されることに伴い、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第26号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の
特例に関する条例の一部を改正する条例案

特定任期付職員の給料表の改定並びに期末手当及び勤勉手当の支給率の引上
げを行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可 決

第27号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例案

生理休暇の取得への心理的抵抗感を緩和するため、休暇の名称の見直しを行い、及び
子育て応援部分休暇の対象となる子の範囲を拡大するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第28号 職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例案

職員の給料表の改定、期末手当及び勤勉手当の支給率の引上げ並びに27歳ま
での職員に支給する住居手当の引上げを行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可 決

第29号 国立市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例案

国民健康保険税の所得割額及び均等割額を改定するとともに、地方税法等の一部
改正に伴い、課税限度額及び均等割額の軽減判定所得基準を改定し、並びに子ど
も・子育て支援納付金課税額について定めるため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

そ
の
他

第３号 市道路線の廃止について 一般交通の用に供する必要がなくなった市道路線を廃止する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第４号 市道路線の認定について 道路の廃止に伴い、終点が変わる市道路線を再認定するとともに、新たに市道路線を認定するもの。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第５号 旧本田家住宅等復原工事請負変更契約の締結について 契約金額を483万3,400円増額するとともに、工期を令和8年9月30日までに変更するため、議会の議決を求めるもの。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第15号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更
について

令和8年度分及び令和9年度分の後期高齢者医療の保険料について、保険料の軽減に係る経費を
区市町村の負担金として支弁するため、規約の変更を行う必要から議会の議決を求めるもの。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

人　
事

第32号 国立市教育委員会委員の任命に伴う同意に
ついて 大山紀子氏【任期:令和8(2026)年4月1日～令和12(2030)年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:17票  不同意:3票(うち白票2票) 同意

第33号 国立市固定資産評価審査委員会委員選任の
同意について 中田文央氏【任期:令和8(2026)年4月1日～令和11(2029)年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:20票  不同意:0票 同意

第34号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意につい
て 片山弘道氏【任期:令和8(2026)年4月1日～令和11(2029)年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:20票  不同意:0票 同意

第35号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意につい
て 辻本愛子氏【任期:令和8(2026)年4月1日～令和11(2029)年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:20票  不同意:0票 同意

第36号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて 猪熊　緑氏【任期:令和8(2026)年7月1日～令和11(2029)年6月30日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:18票  不同意:2票(うち白票2票) 同意

陳

情

第１号
新宿区において顕在化した事例を受けて、
政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早期
の実態把握と再発防止を求める陳情

【陳情者:パワハラから職員を守る東京都民の会】陳情項目
１.庁舎内において、職員が地方議員から政党機関紙の勧誘を受け、心理的な圧力を感じたり、断りきれずに購読している
という実態がないかについて、可能な限り早期に、職員に寄り添った形で調査・確認するよう、行政に求めてください。
２.仮に心理的な圧力を受けた職員が確認された場合には、当該職員の意思が尊重されるよう、適切な対応を行うよう求めてください。

× 〇 × × × × × × × 〇 不採択

第２号
国是である非核三原則の堅持を求める事に
関する意見書の提出を国に求める事に関す
る陳情

【陳情者:国立市民】
以下の陳情事項で、国立市議会より国と政府に対し、意見書の提出を求めます。
１.唯一の戦争被爆国としての歴史的責務と、国際的信頼の基盤である平和国
家としての理念を重んじ、非核三原則を堅持されるよう強く要望する。

× 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 不採択
※

第３号 オンブズマンせい度の合意形成をてってい
してほしいに関する陳情

【陳情者:府中市民】陳情事項
１.市民も行政も合意形成をてっていしたはんだんに制度としてかえてほしい。 × 〇 × 〇 × × × × × 〇 不採択

令和8年第1回臨時会 令和8(2026)年2月5日 各会派の議案等への賛否　〇：賛成  ×：反対
議案
番号 件    名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

4
風
4
公
3
共
2
新
2
維
1
立
1
こ
1
み
1
耕
1

市
長
提
出
議
案

予

算

第１号 専決処分事項の報告及び承認について
(令和7年度国立市一般会計補正予算(第8号))

【補正額:＋6,648万2,000円】【補正後総額:416億3,322万6,000円】
【主な内容】衆議院議員選挙執行等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 承 認

第２号 令和7年度国立市一般会計補正予算(第9号)案 【補正額:＋3億2,783万8,000円】【補正後総額:419億6,106万4,000円】
【主な内容】物価高騰対応食料品等支援事業等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決
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トピックス
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子育ち・子育てを応援する予算案に賛成。附帯決議には反対
社民・ネット・風　4名　賛　成

　子どもの育つ環境向上と、市民
との対話を重視する濵﨑市長の姿
勢に注目して審査した。 
　地球温暖化が進む中、学校の暑
さ対策として行う遮熱の実証実験
は評価する。子どもの居場所とし
てほうかごキッズと小学校個人開
放の拡充を求める。独居高齢者の
見守り訪問事業は孤立防止につな
がる取組として重要であり、高齢
夫婦世帯にも広げてほしい。国立
駅周辺整備は「森の駅構想」の原
点に立ち返り、樹木付きの可搬式
ベンチ設置は見直すべきである。

　国保値上げは市民生活に重い負
担だが、子ども・子育て支援金を
含んでおり、激変緩和措置として
理解する。抜本的な制度改革を国
に求めてほしい。附帯決議は行政
の暴走を抑止したり議会の重い意
思を示す際になされるべきで、半
数近くの反対があった。 
　市には意思決定の場面において
ジェンダー予算の視点を持ち、負
担と便益の分布の確認とケア労働
の可視化をし、子どもや女性、生
きづらさを抱えた人など誰にとっ
ても生きやすいまちづくりを望む。

令和８年度予算案に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／賛成・反対は一般会計について】

※各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。
※ 会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。

附帯決議４項目を前に進め、未来への積極的な投資を行うべき
自由民主党　4名　賛　成

　令和8年度一般会計には附帯決
議4項目を付して賛成、特別会計
及び下水道事業会計にも賛成する。
本予算は市民要望を反映した施策
がある一方、町名地番整理事業等
重要施策の見送りは救急車・消防
車の早急な到着に背を向け、到底
受け入れ難く市長に猛省を求める。
　デマンド交通導入など交通施策
推進が必要。不透明な経済情勢や
社会保障費増大を踏まえ、歳入確
保策の強化や財政健全化を推進。
個別には保育園民営化やネーミン
グライツ、空き家対策、高利率債

権購入による利子収入、収納率向
上、国保値上げ額の軽減を求める。
　PFASの調査は東京都も予算計
上しており国立市の調査費計上は
大阪府と大阪市のような二重行政
の屋上屋であり役割分担が必要。
　都市マスの改訂による高さ制限
ではなく、既存高さと調和した高
さの緩和、矢川上地区地区計画は
早期決定を求める。通信インフラ
整備は命を守る医療福祉のオンラ
イン診療や見守りサービスの充実に
必要。各種健康施策の推進を強く
求め自民党会派の賛成討論とする。

行財政改革を進め持続可能な市政運営を！附帯決議を付して賛成
公明党　３名 賛　成

　令和8年度一般会計予算案には
4項目の附帯決議を付し、各特別
会計予算案及び下水道事業会計予
算案に賛成します。
　物価高や中東情勢の影響を受け
市民生活や事業者経営は厳しく、
市の財政状況は硬直化しています。
行財政改革をプランに沿って着実
に進める事を強く求めます。
　そのうえで市民と事業者を守る
施策が必要です。令和8年度予算
にはこども医療費の完全無償化を
始めとする切れ目ない多様な子育
て施策が充実していることを高く

評価します。財政が厳しい中、補
助金等を活用し、全庁的に予算編
成を工夫した職員の努力の成果と
推察します。健康まちづくり事業
は全世代を対象としており大いに
期待します。
　南武線沿線整備検討事業や南部
地域整備、富士見台地域まちづく
り、矢川上・矢川駅周辺整備、谷
保駅周辺整備と多くの事業が継続
して丁寧に進められており、その
方向性を前に進める時がきている
と考えます。50年100年先を見据え
た市長の英断を強く求めます。

開催日：令和8年3月6日・9日・10日・11日　　委員長：関口　博　　副委員長：髙柳　貴美代

令和８年度令和８年度
一般会一般会計計・・各特別会各特別会計計

※1※1

・・公営企業会公営企業会計計
※2※2

の予算案が　　　　されましたの予算案が　　　　されました
〔一般会計予算案については、附帯決議が付され、可決されました〕〔一般会計予算案については、附帯決議が付され、可決されました〕

※1　各特別会計…国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療　※2　公営企業会計…下水道事業

決可

予算特別委員会（一般会計予算案）での採決の様子

予算特別委員会 市議会HP
委員会審査報告書
〔附帯決議あり〕▶ 
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  主 な 質 疑 項 目　　　
自由民主党

●新たな歳入増に向けた取組
●災害用井戸のＰＦＡＳ調
　査による風評被害防止
●矢川上土地区画整理廃止
　と地区計画の早期策定
●国保値上げ額抑制に向け
　東京都全体の収納率向上
●矢川１丁目２丁目となる
　地域の町名地番整理実施
●地域公共交通会議で南部
　地域デマンド交通の実施

社民・ネット・風

● ＰＦＡＳ市独自調査の継
　続強化と必要性について
●氷河期世代の働き方が歳
　入に与える影響について
●ジェンダー予算の視点で
　捉えた審議会委員の構成
●子どものマイナンバーカ
　ードの受け取り方
●都市マスタープランの改
　訂について
● 矢川上・矢川駅周辺整備
　の更なる対話について

公明党

●小中学校の校庭散水機設
　置計画
●町名地番整備事業
● 重層的支援体制整備事業
　交付金の内容
●こども医療費完全無償化
●東児童公園トイレの改修
　工事
●がん検診と特定健診受診
　の推進

日本共産党

● 子どもの朝の居場所をど
　う確保していくか
● 認知症施策推進計画の策
　定方針について
● ミモザウイーク国立の実
　施予定と運営委託料
● 都市計画道路３・４・８
　号線の用地買収費

物価高のいま新たな負担増は避けるべき　支援の充実・前進は評価
日本共産党　2名 賛　成

　一般会計、介護保険特別会計、
下水道事業特別会計の各予算案に
賛成。これまでの重点施策に新た
に子ども・子育て支援と高齢者ケ
アが加わり、こども医療費の自己
負担金の撤廃や独居高齢者への訪
問事業など、この分野での大きな
発展が見られたことを評価する。
　PFAS調査の意義はデータを収
集し、原因究明と対策に活かすこ
とにある。継続調査は不可欠なた
め、附帯決議には反対。加えて、
血液検査への補助などを求める。

なお、市長は前市長に対抗する立
場として就任した以上、方向転換
の姿勢をはっきりと示すべき。
　国や都の方針に従った国保増税
を、繰出金の削減につながるもの
として財源として当然視すること
は受け入れられない。物価、保険
料、医療・介護と各方面からの負
担増が続くことは避けるべきであ
り、国民健康保険特別会計予算案
と後期高齢者医療特別会計予算案
には反対する。

インフレを意識した予算執行を！
新しい議会　2名　賛　成

　予算案に賛成。今年度予算テー
マはインフレ。食品、光熱費、人
件費などあらゆる価格が上がる中、
予算の現状維持は実質的な後退で
あり、行政サービスの質や量の低
下につながる。だからこそ、中核
事業には物価上昇を踏まえた十分
な予算確保が必要であり、その上
で新規事業との優先順位を明確に
すべき。また附帯決議の履行を求
める。前市政の良い取組の継続は
評価するが、総花的にならぬよう

行財政改革を期待する。歳入では
市税増収見込みも、インフレを踏
まえれば実質増とは言い切れない。
地価上昇やシティプロモーション
を市の魅力向上と税収基盤強化に
つなげる視点も重要である。職員
の補助金獲得へ積極的に努力する
姿勢を高く評価する。子ども予算
の拡充、学校の暑さ対策、男性
HPVワクチン助成などの予算も
高く評価。次の100年を見据えたま
ちづくりに期待し賛成する。

附帯決議を提案・提出し、本年度も役割を果たす！市長は対応を！
日本維新の会　1名　賛　成

　私も提案した統合型・公開型
GISの継続やDX推進を評価。
　入園時と同様に、退園届に両親
の記載欄を設けることについても
高く評価する。
　ヒアリングフレイル予防や副食

費無償化、中学校への冷水器設置
などについても評価した。外国人
問題などの国保改革を求めたい。
　PFAS調査の終了、矢川上地区
地区計画決定を。財産権侵害は問
題。通信インフラの整備を要望する。

福祉と子育て支援を評価する一方、財政規律への対策も！
立憲民主党　1名 賛　成

　医療的ケア児への対応や在宅レ
スパイトにおける丁寧な展開とが
ん患者に対するアピアランスケア
の拡充、幼児教育への支援を高く
評価。一方、教育現場の負担軽減
策と専門職との連携強化を求める。

個別最適な学びのためのiPadの
導入は家庭の負担に頼らない取り
組みを求める。下水道事業会計の
赤字構造や金利上昇による財政圧
迫を懸念し、経営改善の「見える
化」を強く求める。

積み重ねたソーシャルインクルージョン人権行政を後退させるな！
こぶしの木　1名 反　対

　多くの加害と被害を与えた戦争
の歴史を忘れず、憲法9条の重さ
を市長は語れ！危機に強いソー
シャルインクルージョンの理念に
基づく財政運営の力をつけて、国
立の人権・平和・福祉守れ！誰も

排除せず助け合って共に生きる
ソーシャルインクルージョンを実
現する教育がフルインクルーシブ
教育。その言葉を消したことは大
問題。理不尽な国保の広域化によ
る大幅連続値上げは絶対認めない！

文教都市にふさわしい教育のまちづくりを
みらいのくにたち　1名　賛　成　

　令和8年度予算案に附帯決議を
付した上で賛成。及び各特別会計
案に賛成。冷水機設置など教育・
子育てへの資源配分や要望の実現
を評価する一方、財政悪化を懸念
し、不断の行財政改革の実行と国

保税改定に対する市民への丁寧な
説明を求める。今後の市政には、
①教育の充実、②データに基づく
健康医療福祉の推進、③緑化推進
の3点を要望し、声なき声を拾い
上げる客観的な政策形成を求める。

子どもに優しいまちは高齢者にもしょうがいしゃにも優しいまち！
耕す未来＠くにたち　1名　賛　成

　濵﨑市長2度目の予算は、暮ら
しやすさと経済の両立を模索した。
認可保育所の給食副食費無償・幼
稚園へ多摩地域2位の補助額・こ
ども医療費の完全無償化等々。独
居高齢者の訪問もスタートする。

他方、国による国保料統一水準化
は国立市にとって幾重にも理不尽。
住民の健康維持で保険料を抑えて
きた努力が報われる制度にすべき。
横田基地周辺自治体として都補助
を受けてPFAS水質調査は継続を。

総務費
9.87%

教育費
15.05%

歳　入
413億
9,300万円

地方消費税
交付金5.51%

繰越金0.72%

使用料及び手数料
1.68%

地方交付税0.17%

繰入金5.12%

諸収入1.24%

その他3.87%

市税
40.63%

国庫支出金
17.57%

都支出金
17.13%

市債
6.36%

歳　出
413億
9,300万円

消防費2.89%

衛生費
6.51%

議会費0.78%
その他0.83%
諸支出金1.63%

公債費4.37%

民生費
50.96%

総務費
9.65%

土木費
7.84%

教育費
14.55%

総務費
9.87%

教育費
15.05%

歳　入
413億
9,300万円

地方消費税
交付金5.51%

繰越金0.72%

使用料及び手数料
1.68%

地方交付税0.17%

繰入金5.12%

諸収入1.24%

その他3.87%

市税
40.63%

国庫支出金
17.57%

都支出金
17.13%

市債
6.36%

歳　出
413億
9,300万円

消防費2.89%

衛生費
6.51%

議会費0.78%
その他0.83%
諸支出金1.63%

公債費4.37%

民生費
50.96%

総務費
9.65%

土木費
7.84%

教育費
14.55%

※ 端数処理の関係上、
構成比合計が100％
にならない場合があ
ります。

新しい議会

● 予算編成方針と消費者物
　価指数の連動の必要性
● 通信インフラの改善を求
　める質疑
● コミュニティバス「くに
　っこ」へのラッピング
● 高齢者の「推し活」によ
　る健康増進について

日本維新の会

●アセット開放とＤＸ化
●フルインクルーシブ終了

立憲民主党

● ショートステイの利用者
　増に対する課題は何か
●医療的ケア児保育支援事
　業の対象拡大は可能か

こぶしの木

● インクルーシブ教育の文
　言が消えた問題について
● 社会保障としての国保と
　連続大幅値上げについて

みらいのくにたち 

●ＵＲ住民への家賃助成
●子どもの基礎学力向上

耕す未来＠くにたち

●南武線高架化事業のスケ
　ジュールと住民への影響
●会計年度任用職員の育児
　休暇取得と処遇改善策

令和８年度一般会計歳入歳出予算額の構成比
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一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨を
まとめたものを掲載しております。また、二次元コードより議員の録画映像を御覧いただけます。

子
ど
も
の
生
活
支
援
に
繋
が
る
か

子
ど
も
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
中
谷
絢
子  

議
員

Q
子
ど
も
の
朝
の
居
場
所
確
保
事
業
の
目
的

と
進
め
方
は
。

A
開
門
前
に
登
校
す
る
児
童
の
安
全
な
居
場

所
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
第

八
小
学
校
で
試
行
開
始
を
す
る
。
室
内
で
読

書
や
自
習
を
基
本
と
し
、
子
ど
も
の
声
を
反

映
し
改
善
し
て
い
く
。

Q
課
題
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
子
ど
も
家
庭
部
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し

て
検
討
を
進
め
る
。

Q
教
員
の
働
き
方
改
革
が
進
む
中
で
、
学
校

負
担
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
で
運
営
。
学
校
教
育
と
は

切
り
分
け
て
い
く
。

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
第
二
次
改
訂

版
の
検
証
を
市
民
と
共
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
市
の
見
解
と
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
改

訂
作
業
を
進
め
る
。

Q
都
市
計
画
道
路
３
・３
・
15
号
線
さ
く
ら

通
り
よ
り
北
は
市
施
行
で
行
う
の
か
。

A
市
施
行
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

他
、
指
定
避
難
所
受
付
方
法
、
空
き
家
対
策

を
質
問
。

包
摂
力
の
高
い
学
校
づ
く
り
を
進
め

市
長
の
教
育
大
綱
の
実
現
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
古
濱
薫  

議
員

Q
市
長
の
教
育
大
綱
策
定
の
た
め
に
市
民
と

行
な
っ
た
対
話
会
が
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
。

A
教
職
員
の
心
理
的
・
時
間
的
余
裕
を
確
保

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
な
ど
を
取
り
入
れ

た
。
対
話
に
よ
っ
て
市
民
の
教
育
に
寄
せ
る

期
待
や
問
題
意
識
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

Q
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ「
包
摂
力
の

高
い
学
校
」を
ど
の
よ
う
に
目
指
す
の
か
。

A
困
り
ご
と
を
子
ど
も
達
と
共
に
考
え
る
実

践
や
、
教
職
員
が
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き

る
心
理
的
安
全
性
を
大
切
に
し
て
行
う
。

Q
包
摂
力
の
高
い
学
校
が
不
登
校
児
童
生
徒

に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
。

A
不
登
校
の
未
然
防
止
や
早
期
の
安
心
回
復

に
寄
与
す
る
も
の
と
認
識
す
る
。

Q
公
民
館
の
多
様
な
学
び
と
共
生
の
取
組
が

も
た
ら
す
変
化
は
何
か
。

A
支
援
す
る
・
さ
れ
る
の
関
係
が
入
れ
替
わ

っ
た
り
、
共
生
の
価
値
の
醸
成
が
あ
っ
た
。

Q
い
ま
女
性
が
抱
え
る
複
合
的
困
難
さ
を

市
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

A
若
年
女
性
の
相
談
が
増
え
て
き
た
こ
と
と

い
ま
ま
で
見
え
に
く
か
っ
た
中
高
年
の
女
性

の
困
難
性
が
課
題
と
感
じ
て
い
る
。

財
政
健
全
化
は
待
っ
た
な
し
！

経
済
効
果
を
考
え
た
取
り
組
み
を

新
し
い
議
会　
　
石
井
め
ぐ
み  

議
員

Q
財
政
状
況
や
職
員
の
業
務
負
担
を
考
え
る

と
、
市
報
の
月
刊
化
な
ど
で
歳
出
削
減
を
行

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
現
在
は
市
報
に
加
え
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

多
様
な
情
報
発
信
を
し
て
お
り
、
市
民
へ
の

影
響
を
整
理
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
財
政
を
圧
迫
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
処

す
る
た
め
、
ま
ず
は
市
民
に
市
の
返
礼
品
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
外
へ
情
報
発
信
し
て

も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
。

A
返
礼
品
は
品
物
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
も

多
い
の
で
、
実
際
に
体
験
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
が
た
い
。
企
画
い
た

だ
い
た
ら
市
で
で
き
る
支
援
を
考
え
た
い
。

Q「
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」は
食
育
が

中
心
で
、「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
の
計
画

が
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。「
食
」は

市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
り
得
る
重
要
な
コ
ン

テ
ン
ツ
。
ま
ち
の
活
性
化
や
経
済
効
果
を
生

み
出
す
よ
う
な
計
画
に
で
き
な
い
か
。

A
市
内
に
は
多
く
の
魅
力
的
な
飲
食
店
が
あ

る
。
飲
食
で
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
、
ふ
ら
っ

と
再
訪
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

商
工
振
興
・
住
宅
支
援
・
環
境
政
策

濵
﨑
市
政
２
年
目
の
向
か
う
先

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
　
小
川
宏
美  

議
員

Q
ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
も
っ
た
市
民
が
い

て
、
市
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
自
治
体

こ
そ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
い
。

ま
さ
に
く
に
た
ち
の
得
意
分
野
で
は
な
い
か
。

A
専
門
的
知
見
も
借
り
て
、
よ
り
有
効
に
展

開
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

Q
濵
﨑
市
長
は
４
月
に
大
き
な
組
織
改
編
を

行
う
。
そ
の
狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

A
商
工
観
光
振
興
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

推
進
に
向
け
た
改
編
。
総
合
的
な
住
宅
施
策

推
進
は
都
市
計
画
課
が
担
っ
て
進
め
て
い
く
。

Q
ス
タ
ー
ト
し
た
居
住
相
談
窓
口
の
成
果
は
。

A
昨
秋
か
ら
直
接
面
談
25
件
、
電
話
２
件
、

住
宅
確
保
に
繫
げ
た
件
数
は
７
件
。
不
動
産

業
者
・
家
主
の
方
、
居
宅
支
援
法
人
と
市
が

協
議
体
を
持
つ
必
要
は
認
識
し
て
い
る
。

Q
市
長
は
気
候
変
動
へ
の
取
組
を
重
視
し
て

い
る
。
環
境
政
策
は
進
ん
で
い
る
か
。

A
本
庁
舎
・
小
中
学
校
に
加
え
て
Ｆ
Ｓ
Ⅹ
ア

リ
ー
ナ
・
福
祉
会
館
・
公
民
館
等
６
施
設
を

再
エ
ネ
非
化
石
電
力
へ
切
替
え
た
上
、
750
万

円
削
減
で
き
た
。
市
の
環
境
政
策
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
な
る
環
境
基
本
計
画
改
定
を
市

民
・
事
業
者
・
行
政
で
作
っ
て
い
く
。

現
場
が
困
ら
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
を

立
憲
民
主
党　
　
稗
田
美
菜
子  

議
員

Q
富
士
山
噴
火
に
よ
る
降
灰
被
害
へ
の
初
期

対
応
と
し
て
備
蓄
を
要
望
し
た
が
、
そ
の
後

の
取
組
は
。

A
消
防
団
員
用
な
ど
に
防
塵
マ
ス
ク
と
ゴ
ー

グ
ル
は
備
蓄
。
引
き
続
き
、
市
報
等
を
通
じ

た
噴
火
災
害
対
策
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

Q
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
の
取
組
は
。

A
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
、
避
難
所
の

災
害
時
用
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
、
令
和
７
年

度
か
ら
は
市
民
向
け
に
非
常
用
ト
イ
レ
の
購

入
補
助
事
業
を
開
始
。
そ
の
他
考
え
ら
れ
る

手
法
も
様
々
組
合
せ
な
が
ら
対
応
す
る
。

Q
保
護
者
よ
り
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
の
使
用
に
つ
い
て

要
望
を
受
け
、
断
っ
た
事
実
は
あ
る
か
。

A
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
要
望
に
対
し
、

不
可
能
で
あ
る
旨
を
説
明
。
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
で
の
学
習
事
例
は
存
在
し
て
い
る
。

Q
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
で
の
環
境
整
備
は
で
き
な
い
か
。

A
予
算
上
、
早
期
の
対
応
は
難
し
い
が
、
特

別
支
援
教
育
に
お
け
る
操
作
性
の
有
用
性
な

ど
は
認
識
し
て
い
る
。
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
し
な
い
方
法
で
の
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
の
活
用

を
個
別
に
検
討
し
た
い
。

他
、別
室
指
導
、成
績
、入
学
準
備
金
を
質
問
。

多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る

市
民
の
命
と
権
利
を
守
る
市
政
へ

日
本
共
産
党　
　
住
友
珠
美  

議
員

Q
意
思
決
定
の
場
に
女
性
割
合
を
増
や
す
事

で
多
様
な
意
見
の
反
映
に
繋
が
る
が
、
国
立

市
で
登
用
が
進
ま
な
い
要
因
は
な
に
か
。

A
管
理
職
候
補
の
係
長
職
の
割
合
が
低
い
事

と
、
希
望
す
る
職
員
が
少
な
い
の
が
現
状
。

委
員
会
の
女
性
割
合
は
33
・
８
％
と
微
増
。

Q
鳥
取
県
で
は
更
年
期
の
不
調
を
抱
え
て
働

く
職
員
を
支
援
す
る
休
暇
制
度
を
作
っ
た
。

国
立
市
も
更
年
期
休
暇
の
新
設
や
病
気
休
暇

の
要
件
に
更
年
期
も
明
記
し
て
は
ど
う
か
。

A
職
場
内
で
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
現
行
制

度
の
中
で
休
暇
を
取
り
易
い
整
備
を
進
め
る
。

Q
教
育
支
援
室
さ
く
ら
の
人
員
が
削
減
さ
れ

る
事
に
、
保
護
者
や
当
事
者
か
ら
問
題
視
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

A
単
な
る
削
減
で
は
な
く
市
全
体
の
不
登
校

対
策
に
お
け
る
人
員
配
置
の
最
適
化
を
図
る

た
め
の
判
断
で
あ
る
。

Q
市
内
の
心
の
健
康（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）に

つ
い
て
、
取
組
と
今
後
の
対
策
は
。

A
心
の
健
康
対
策
は
非
常
に
重
要
。
第
３
次

健
康
増
進
計
画（
素
案
）に
も
記
載
。

他
、
生
活
保
護
行
政
の
取
組
み
、
ケ
ア
ラ
ー

支
援
に
つ
い
て
質
問
。

南
部
地
域
整
備
の
現
在
地
と
私
立

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

公
明
党　
　
山
口
智
之  

議
員

Q
令
和
８
年
度
に
お
け
る
南
部
地
域
の
優
先

整
備
７
路
線
の
見
通
し
は
。

A
７
路
線
中
、
１
路
線
が
完
成
し
、
そ
の
他

５
路
線
に
進
捗
が
見
込
め
る
。

Q
中
で
も
地
元
か
ら
は
、
第
19
号
線
の
一
部

(

武
蔵
野
の
路
と
ち
ど
り
道
の
交
差
部)

が
、

見
通
し
が
悪
く
拡
幅
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
が
。

A
こ
の
部
分
は
令
和
８
年
度
に
実
施
。

Q
都
は
令
和
８
年
度
か
ら
私
立
小
中
学
生
の

給
食
費
無
償
化
を
実
施
す
る
市
に
対
し
て
補

助
金（
半
額
）を
出
す
と
の
事
だ
が
、
実
施
に

当
た
っ
て
の
必
要
な
市
財
と
現
在
の
公
立
小

学
校
給
食
費
の
市
の
負
担
額
は
。

A
私
立
対
象
者
は
、
約
950
名
で
相
当
額
は
６

千
300
万
円
。
公
立
の
負
担
額
は
３
千
500
万
円
。

Q
私
立
は
都
が
半
分
負
担
す
る
の
で
３
千
150

万
円
必
要
と
な
る
。
国
の
公
立
小
学
校
給
食

費
無
償
化
に
よ
る
市
の
負
担
が
３
千
500
万
減

る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
財
源
負
担
な
し
で

実
施
で
き
る
。
市
長
、
決
断
を
。

A【
市
長
】教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
速
や

か
な
予
算
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

他
、
石
田
街
道
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
質
問

す
べ
て
の
子
ど
も
に
光
が
あ
た
る

教
育
の
推
進
を
求
め
る

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　
望
月
健
一  

議
員

Q
二
小
建
て
替
え
後
も
教
育
費
水
準
を
維
持

・
向
上
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

A【
市
長
】施
設
・
ソ
フ
ト
両
面
で
充
実
を
図

り
、
文
教
都
市
と
し
て
良
い
教
育
環
境
を
目

指
す
。

Q
今
後
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
見
解
は
。

A
26
市
平
均
以
上
だ
が
、
児
童
生
徒
の
調
査

を
踏
ま
え
対
応
を
協
議
。

Q
す
べ
て
の
子
ど
も
の
た
め
、
市
長
部
局
に

大
胆
な
教
育
費
予
算
要
望
を
す
べ
き
で
は
。

A【
教
育
長
】新
た
な
教
育
大
綱
の
も
と
、
す

べ
て
の
子
ど
も
に
光
が
当
た
る
教
育
を
推
進

し
予
算
確
保
に
努
め
る
。

Q
地
域
別
の
介
護
認
定
率
・
検
診
率
・
医
療

費
の
経
年
変
化
は
出
せ
る
か
。

A
可
視
化
で
き
る
形
で
努
力
す
る
。

Q
終
活
支
援
の
方
向
性
・
仕
組
み
づ
く
り
を

ど
う
進
め
る
か
。

A
個
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

Q
Ｕ
Ｒ
富
士
見
台
団
地
等
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
を
設
置
す
る
検
討
状
況
は
。

A【
市
長
】早
期
実
現
に
向
け
検
討
す
る
。

平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
身
近
に

若
者
の
政
策
提
言
受
け
止
め
よ

日
本
共
産
党　
　
矢
部
新  

議
員

Q
都
の
税
収
の
一
部
を
地
方
へ
振
り
分
け
る

国
の
税
制
改
正
方
針
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

多
摩
地
域
と
し
て
意
見
を
上
げ
る
こ
と
は
で

き
る
か
。

A
法
人
事
業
税
の
交
付
金
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
都
へ
の
要
望
等
を

通
じ
て
意
見
を
上
げ
て
い
く
想
定
。

Q
物
価
や
金
利
の
上
昇
で
家
賃
や
奨
学
金
返

済
の
負
担
が
増
え
て
い
る
若
年
層
へ
の
重
点

的
な
支
援
は
検
討
し
て
い
る
か
。

A
家
賃
負
担
に
は
住
居
確
保
給
付
金
制
度
で

対
応
し
て
い
る
。
奨
学
金
返
済
負
担
へ
の
支

援
の
あ
り
方
は
情
報
収
集
・
研
究
す
る
。

Q
他
市
と
共
同
で
集
め
た「
戦
争
体
験
ア
ー

カ
イ
ブ
」を
ど
う
活
用
し
て
い
る
か
。

A
録
音
や
パ
ネ
ル
を
企
業
や
学
校
に
貸
し
出

す
ほ
か
、
書
籍
の
発
行
等
様
々
な
媒
体
で
平

和
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

Q
平
和
サ
ミ
ッ
ト
で
の
若
者
か
ら
の
政
策
提

言
を
受
け
、
市
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

A【
市
長
】提
言
に
は
強
い
感
銘
を
受
け
た
。

26
市
長
会
議
で
今
後
の
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
。

他
、
高
齢
者
福
祉
等
に
つ
い
て
質
問
。
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色
を
使
っ
た
広
報
戦
略
を

新
し
い
議
会　
　
藤
江
竜
三  

議
員

Q
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
名
称
を
変

更
し
、
文
科
省
が
推
進
す
る
教
育
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

A
新
し
い
教
育
大
綱
で
は「
フ
ル
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
」と
い
う
文
言
を
使
用
し
な
い
。

Q
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
気
込
み
は
。

A
予
算
に
は
附
帯
決
議
の
谷
保
、
矢
川
、
そ

し
て
富
士
見
台
団
地
、
国
立
駅
、
南
武
線
が

入
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
業
を
や
る
こ

と
が
中
長
期
の
下
支
え
を
す
る
。
こ
れ
を
進

め
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
を
去
年
、

議
会
に
提
案
し
、
認
め
て
も
ら
っ
た
。

Q
市
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
決
め
、
庁
用
車

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
に
そ
っ
た
も
の
に

し
て
は
ど
う
か
。

A
市
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
の
議
論
を
進
め
る
中
で

庁
用
車
の
買
い
替
え
時
な
ど
に
統
一
し
た
色

で
塗
り
替
え
る
な
ど
も
併
せ
て
検
討
予
定
。

Q
新
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
な
若
者
施
策

を
行
う
の
か
。

A
市
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
学

生
の
地
域
定
着
促
進
事
業
な
ど
が
あ
る
。

妊
婦
検
診
の
自
己
負
担
を
な
く
せ

市
内
の
農
地
を
守
ろ
う

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
藤
田
貴
裕  

議
員

Q
妊
婦
検
診
の
自
己
負
担
を
な
く
す
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

A
妊
婦
の
体
調
に
応
じ
た
追
加
検
査
や
、
受

診
券
の
額
面
を
上
回
る
診
療
報
酬
の
設
定
が

あ
る
た
め
、
一
律
に
公
費
で
自
己
負
担
を
な

く
す
の
は
難
し
い
。

Q
東
京
都
の
無
痛
分
娩
費
用
の
助
成
に
、
市

は
上
乗
せ
し
て
補
助
を
で
き
な
い
か
。

A
妊
婦
の
身
体
状
況
や
持
病
に
よ
っ
て
は
無

痛
分
娩
の
適
用
に
な
ら
な
い
。
出
産
方
法
は

多
様
な
た
め
、
現
状
に
お
い
て
は
難
し
い
。

Q
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
を
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
経
済
的
困
窮
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
孤
立
、

親
の
多
忙
に
よ
る
体
験
格
差
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
た
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
農
地
保
全
に
向
け
た
市
の
取
組
は
。

A
国
立
市
第
３
次
農
業
振
興
計
画
の
改
定
過

程
で
検
討
し
て
い
く
。

Q
会
議
室
棟
の
完
成
後
、
市
役
所
本
庁
舎
の

市
民
ロ
ビ
ー
で
、
く
に
た
ち
マ
ル
シ
ェ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か
。

A
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

他
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
質
問
。

地
域
活
性
化
に
向
け
た
具
体
策
を
問
う

地
域
内
乗
数
３
理
論
を
取
り
入
れ
て
は

自
由
民
主
党　
　
大
谷
俊
樹  

議
員

Q
主
観
や
感
情
で
は
な
く
、
地
域
に
合
っ
た

リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
は
取
れ
て
い
る
か
。

A
課
題
分
析
、
情
報
発
信
を
す
る
際
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
設
定
、
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
情

報
発
信
等
の
業
務
を
民
間
事
業
者
等
に
委
託

し
て
実
施
す
る
。
現
状
分
析
に
つ
い
て
、
人

口
動
態
分
析
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
、
競
合
す
る
自

治
体
と
の
比
較
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

現
状
を
把
握
し
て
、
市
外
に
向
け
た
効
果
的

な
情
報
発
信
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

Q
旧
態
依
然
で
は
な
い
か
。
商
工
振
興
へ
の

市
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

A【
市
長
】よ
り
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
使
え
る

ほ
う
が
望
ま
し
い
。
実
効
的
な
、
効
果
の
あ

る
よ
う
な
政
策
を
し
て
い
く
。

Q
補
助
金
も
含
め
た
全
て
の
税
金
の
漏
れ
バ

ケ
ツ
現
象
を
防
ぎ
た
い
。
地
域
内
乗
数
３
理

論（
Ｌ
Ｍ
３
理
論
）は
把
握
し
て
い
る
か
。

A
各
担
当
部
局
の
企
画
立
案
を
し
た
上
で
、

職
員
課
を
通
し
て
職
員
研
修
と
し
て
実
施
を

調
整
し
て
い
く
。

他
、
行
財
政
改
革
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
、

ま
ち
づ
く
り
、
平
和
に
つ
い
て
質
問
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
ち

幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
学
び
の
保
障
を

公
明
党　
　
青
木
淳
子  

議
員

Q
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス（
東
京
型
不
登
校
特

例
校
）の
設
置
状
況
を
問
う
。

A
極
め
て
有
効
な
手
段
と
認
識
。
教
室
確
保

が
大
き
な
課
題
。
設
置
時
期
は
慎
重
か
つ
速

や
か
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。　

Q
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
の
設
置
に
つ
い
て
、

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
の
暫
定
対
応
を
求
め
る
。

A
市
の
財
政
面
や
児
童
生
徒
数
の
動
向
を
踏

ま
え
総
合
的
に
検
討
す
る
。

Q
校
内
別
室
指
導
を
全
小
中
学
校
に
設
置
を
。

A
ス
マ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
再
編
し
、
全
校

で
の
別
室
指
導
体
制
の
確
立
を
目
指
す
。

Q
不
登
校
児
童
生
徒
の
頑
張
り
を
通
知
表
に

数
値
だ
け
で
は
な
い
表
現
は
可
能
か
。

A
柔
軟
な
評
価
の
在
り
方
を
学
校
と
共
有
し

た
い
。

Q
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
福
祉

避
難
所
指
定
に
つ
い
て
、
都
と
の
検
討
は
。

A
市
側
の
対
応
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
す
る
。
し
っ
か
り
調
整
し
て
い
く
。

Q
都
事
業
の
単
身
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口
の

設
置
を
求
め
る
。

A
都
の
事
業
詳
細
を
確
認
し
考
え
て
い
く
。

他
、
集
合
住
宅
へ
の
カ
ラ
ス
対
策
を
質
問
。

市
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
更
な
る
拡
大
を

公
明
党　
　
香
西
貴
弘  

議
員

Q
令
和
８
年
度
の
く
に
た
ち
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
で
の
新
た
な
取
組
は
何
か
。

A
友
達
紹
介
ポ
イ
ン
ト
の
新
機
能
を
追
加
。

参
加
者
数
も
３
千
名
に
拡
大
し
実
施
す
る
。

Q
健
康
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で「
歩
く
道
」

と
共
に「
休
め
る
道
」の
整
備
が
必
要
で
は
。

A
寄
付
や
民
間
施
設
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

ベ
ン
チ
整
備
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
す
る
。

Q
Ａ
Ｉ
搭
載
ご
み
分
別
用
ア
プ
リ
導
入
の
実

現
に
向
け
て
の
そ
の
後
の
進
捗
は
。

A
令
和
８
年
度
予
算
に
経
費
を
計
上
。
議
会

で
の
承
認
後
、
契
約
手
続
を
行
い
、
実
装
に

向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
。

Q
市
役
所
の
窓
口
相
談
を
リ
モ
ー
ト
で
お
受

け
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
体
制
確
保
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
等
、

環
境
整
備
が
必
要
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
形

が
可
能
か
、
検
討
を
進
め
て
み
た
い
。

Q
被
災
後
災
害
関
連
死
を
認
定
す
る
審
査
会

の
職
務
に
関
し
、
専
門
家
に
委
嘱
す
る
規
定

は
あ
る
も
の
の
試
行
さ
れ
た
実
績
も
な
い
が
。

A
想
定
さ
れ
る
専
門
職
団
体
と
の
協
定
の
締

結
や
、
実
施
自
治
体
へ
の
視
察
等
を
通
じ
て
、

必
要
な
知
見
の
蓄
積
と
共
有
に
努
力
す
る
。

大
規
模
災
害
か
ら
市
民
を
守
る

自
由
民
主
党　
　
青
木
健  

議
員

Q
東
日
本
大
震
災
等
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。

A
市
と
し
て
は
、
総
合
防
災
計
画
の
中
に
減

災
計
画
を
規
定
し
、
在
宅
避
難
資
器
材
へ
の

購
入
助
成
を
図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
備
え
る
意
識
づ
く
り
を
進
め
て
来
た
。

Q
市
内
に
残
る
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
は
。

A
市
役
所
を
始
め
と
す
る
市
有
施
設
の
ほ
か
、

都
立
高
校
、
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
や
一
橋
大
学
、
桐
朋
学
園
を
指
定
し
た
。

今
後
は
、
各
施
設
と
対
応
手
順
の
確
認
や
受

け
入
れ
訓
練
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Q
職
場
を
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
教
職
員

や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
帰
宅
困

難
市
民
の
子
ど
も
へ
の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

A
保
護
者
が
帰
宅
す
る
ま
で
学
校
内
で
待
機

す
る
対
応
を
行
う
。
今
後
は
、
保
育
園
や
幼

稚
園
・
学
校
と
連
携
し
対
策
を
検
討
し
た
い
。

Q
国
立
市
議
会
で
お
こ
っ
た
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
事
件
は
、
そ
の
後
の
行
政
運
営
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
。

A
結
果
と
し
て
組
織
全
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
。
議
会
に
お

け
る
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
が
市
民
、

職
員
を
問
わ
ず
周
知
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

今
こ
そ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
真
価
を
発
揮
す
る
と
き
！

こ
ぶ
し
の
木　
　
上
村
和
子  

議
員

Q
佐
藤
一
夫
元
市
長
の
第
六
回
平
和
首
長
会

議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
講
話「
平
和
・

人
権
行
政
の
使
命
」を
継
承
し
永
見
前
市
長

が
呼
び
か
け
生
れ
た
多
摩
全
地
域
の
市
長
が

入
っ
た
地
域
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
し

た「
戦
後
80
年
平
和
サ
ミ
ッ
ト
若
者
が
紡
ぐ

次
世
代
へ
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
若
者
提

言
に
応
え
る
企
画
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

A【
市
長
】６
月
の
国
立
市
平
和
の
日
に
、
平

和
ユ
ー
ス
に
参
加
し
た
方
と
一
緒
に
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
る
取
組
を
検
討
し
た
い
。

Q
外
国
籍
市
民
懇
談
会
の
再
開
に
つ
い
て

A
次
年
度
か
ら
再
開
予
定
。
事
前
に
関
係
部

署
か
ら
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
内
容
を
検
討
。

Q
し
ょ
う
が
い
福
祉
に
関
す
る
市
の
姿
勢
は
。

A
重
度
訪
問
介
護
な
ど
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
決
定
は
個
別
事
情
を
勘
案
し
た
決

定
を
行
う
。
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
が
65
才

に
な
っ
て
も
申
請
が
さ
れ
な
い
限
り
介
護
保

険
を
適
用
せ
ず
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
支
給
す
る
等
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず

一
人
ひ
と
り
の
状
況
を
丁
寧
に
確
認
し
実
施
。

他
、
社
会
保
障
の
視
点
で
の
財
政
、
介
護
保

険
問
題
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
等
を
質
問
。

市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に

市
は
、
出
来
る
限
り
の
協
力
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
関
口
博  

議
員

Q
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
や
子
ど
も
食
堂

等
の
公
共
施
設
使
用
料
は
免
除
す
る
べ
き
。

A
社
会
情
勢
、
時
代
認
識
の
変
化
を
踏
ま
え

関
係
部
局
と
協
議
し
総
合
的
に
検
討
す
る
。

Q
団
体
へ
の
補
助
金
は
、
早
く
支
出
し
、
市

民
が
自
腹
を
切
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
。

A
補
助
金
は
前
渡
し
で
き
る
規
定
が
あ
る
。

早
期
交
付
に
向
け
て
団
体
と
連
携
し
て
い
く
。

Q
車
イ
ス
を
公
共
施
設
に
最
低
１
台
設
置
し
、

貸
し
出
し
を
簡
易
に
す
る
べ
き
。

A
宿
直
職
員
や
警
備
員
の
判
断
で
、
機
動
的

に
対
応
し
て
構
わ
な
い
旨
、
周
知
徹
底
す
る
。

Q
子
ど
も
の
権
利
を
明
確
に
し
た
子
ど
も
基

本
条
例
の
趣
旨
を
将
来
の
教
職
者
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
大
学
と
協
議
す
べ
き
。

A
普
及
啓
発
の
連
携
協
力
に
つ
い
て
大
学
に

お
願
い
し
て
い
る
。
協
議
を
続
け
て
い
く
。

Q
３
・３
・
15
号
線
は
、
六
小
の
す
ぐ
横
を

通
る
道
路
。
子
ど
も
の
登
下
校
の
安
全
、
健

康
被
害
に
つ
い
て
懸
念
が
あ
る
。
六
小
関
係

者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
く
べ
き
。

A
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

他
、
市
長
の
施
政
方
針
は
、
市
民
の
人
権
に

配
慮
し
て
行
う
よ
う
に
質
問
。

８
年
越
し
、
産
婦
健
診
公
費
助
成

で
繋
ぐ「
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」！

自
由
民
主
党　
　
髙
柳
貴
美
代  

議
員

Q
２
０
１
８
年
よ
り
一
貫
し
て
訴
え
て
き
た

産
婦
健
診
公
費
助
成
が
、
10
月
か
ら
開
始
さ

れ
る
。
単
な
る
費
用
助
成
に
留
め
ず
、
即
時

連
携
フ
ロ
ー
図
の
共
有
な
ど
、
実
効
性
の
高

い
支
援
体
制
の
構
築
を
提
案
要
望
す
る
。

A
フ
ロ
ー
図
共
有
は
、
現
場
の
医
師
が
迷
わ

ず
行
政
に
繋
ぐ
た
め
に
極
め
て
有
効
。
リ
ス

ク
察
知
後
に
時
間
を
置
か
ず
保
健
師
が
動
け

る
実
効
性
の
高
い
体
制
を
築
き
た
い
。

Q
更
年
期
以
降
の
50
代
後
半
か
ら
を「
人
生

後
半
の
健
康
再
設
計
期
」と
再
定
義
し
、
年

代
に
特
化
し
た
支
援
の
指
針
を
具
体
化
せ
よ
。

A
プ
レ
シ
ニ
ア
層
が
知
識
を
得
て
健
康
管
理

に
励
め
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
地
域
包
括
と

連
携
し
、
骨
量
測
定
の
み
な
ら
ず
生
活
改
善

や
地
域
接
続
の
機
会
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

Q
今
後
、
地
域
包
括
支
援
を
行
政
が
全
て
抱

え
込
む
に
は
限
界
が
あ
る
。
市
民
サ
ポ
ー
タ

ー
の
協
力
体
制
を
強
固
に
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
や
活
動
支
援
へ
予
算
を
投
じ
、
持
続

可
能
な
地
域
包
括
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

A【
市
長
】業
務
効
率
化
の
Ｄ
Ｘ
は
不
可
欠
。

市
民
の
力
と
融
合
し
、
全
庁
的
な
テ
ー
マ
と

し
て
体
制
を
整
え
る
。
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　今号もお手にとっていただきありがとうございます。
　令和8年第1回定例会では、令和8年度予算案など重
要な議案が審議されました。一般会計予算案には附帯
決議が付されました。
　“附帯決議”とはどのようなものなのでしょうか？

　広報委員がアイデアを出し合って紙面を作成してい
ます。今後もご愛読のほどよろしくお願いいたします。

編集後記・ミニコラム

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しております。

市長施政方針表明に対する会派代表質問（要旨）
各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。会派
の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に
違いがあります。市長施政方針表明の全文は市ホーム
ページ、抜粋は市報4月5日号をご覧ください。

Ｑ 対話重視の姿勢で施政方針に反映され
たものは何か。

Ａ コミュニティ施設の計画的改修や冷水
器の設置等。

Ｑ公立保育園の民営化に触れられてない
が。

Ａ 保育審議会の答申において、矢川保育
園の民営化について高い評価を得られ
た。2園目の民営化について第2次保
育整備計画で検討する。

Ｑ富士見台地域のまちづくりについて、
複数の方向性とあるが、具体的には。

Ａ 令和8年度に設置予定の検討委員会で
検討を進める。

Ｑ矢川上地区について、昨年の市施方針
と全く同じ表現だが進める意志はある
のか。

Ａ 丁寧にご意見を伺ったうえで、地区計
画の策定に向けた合意形成を丁寧に説
明してご理解を得られるように頑張っ
ていきたい。

市長の考えるまちづくりとは
公明党

Ｑ 「国立市行政経営方針」で重要分野と
した3点のビジョンを問う。 
Ａ 共に支え合い、活力と魅力にあふれる
持続可能なまちを目指す。
Ｑ物価高騰が市民生活に及ぼす影響への
支援策を問う。
Ａ 全市民へ3千円、非課税世帯へ追加2
千円のギフトカードを配布。こども医
療費の完全無償化や福祉事業所への支
援など、施策を着実に進める。
Ｑ「ソーシャルインクルージョン推進計
画」への市長の見解を問う。 
Ａ 人権・平和条例の理念を一層浸透させ、
体系的な施策を推進する。
Ｑ南部地域の豊かな環境を次世代へ。今
後の在り方を問う。 
Ａハケの緑、農地や文化財、歴史を確実
に後世に引き継いでいく。

生活と人権守り、ひと優先のまちへ
日本共産党

Ｑ無駄を省いて真に役立つ施策を。
Ａ 物価高対策は低所得世帯へ重点的に配
分。くにPayで消費動向を分析するな
ど何が有効かを精査し予算全体で考え
る。福祉サービスを取り崩すことなく
財政健全化を図っていく。

Ｑ複数の大型事業が同時に進行するまち
づくりの市民参加のあり方は。

Ａ 説明会や意見交換を重ね市民の声を計
画に反映。影響を受ける方の声も重視
し様々な手法を組み合わせ取り組む。
質の高い市民参加の実現を目指す。

Ｑ都市農業振興と農地保全の具体策は。
Ａ 農地減少を課題と認識。公有地化を手
法として位置づけ、農地取得と管理の
あり方を整理し、都の水田保全補助事
業活用も含め農地保全の計画を進める。

Ｑ子宮頸がん検診の環境向上と、HPVワ
クチンの男性接種のリスクについて。

Ａ 女性スタッフによる健診の実施を予定。
ワクチン接種の副反応等のリスクや健
康被害の救済制度も丁寧に提示する。

Ｑ特別支援学級の設置と、包摂力の高い
学校づくりをどう両立していくのか。

Ａ 共同学習や交流・行事で柔軟に学べる
環境を整備していく。

市民と共に誇れるまちのビジョンを追求
社民・ネット・風

Ｑ財政の弾力性の指表である経常収支比
率に対する市長の考えについて問う。

Ａ 経常収支比率の目標値は設定していな
いが柔軟性の確保に向けて改革に取り
組む。

Ｑnonowa国立から市内へのお客様誘導
策は。

Ａ 交渉次第にはなるが、市民のニーズや
声を踏まえ働きかけをしたいと思う。
また、回遊性向上のための事業者支援
やイベントの補助、Kuni-Bizによる相
談支援も続けていきたい。

Ｑ南武線連続立体交差事業範囲外である
谷保駅南口整備について考えを問う。

Ａ 下谷保地域防災センターでの対話の会
においてさまざまな意見を頂いており、
令和8年度予算に検討を進めるための
調査予算を盛り込んだ。今後も地域の
皆様とともに考えるために地域との意
見交換等を行っていきたい。

Ｑ3・3・15号線を始めとする都市計画道
路整備は南部地域における狭あい道路
への通過車両抑制の重要施策と考える
が、市長の見解はどうか。

Ａ 南武線連続立体交差に関連する都市計
画道路については、事業主体である東
京都と調整をしたい。国立市にとって
良い形で事業が実施できるようにした
い。

財政健全化と国立市の将来像を問う
自由民主党

Ｑ 若者や高齢者の心の問題や認知症をケ
アする体制をどう構築するか。
Ａ 予防・相談・療養の3つで進めてきた
のを一歩すすめて、独居高齢者への見
守りを始め、少しでも早く心の問題を
含めて支えるよう取り組む。
Ｑ食料自給率低迷の中で、南部の都市農
業振興に向けた具体策はあるか。
Ａ 農地保全に向けた市による公有地化。
都補助活用で水田の保全を検討する。 
　 他、地域施設の計画的改修について質
問。

人間と環境を守り抜く濵﨑市政の挑戦
耕す未来＠くにたち

Ｑ 教育施設の老朽化対策などハード面の
改善、子育て政策の充実、谷保駅周辺
への矢川プラスのような子育て支援施
設の設置、すべての子ども達の基礎学
力向上などへの市長部局の関わり方に
ついて考えは。

Ａ 冷水機設置やトイレの洋式化等の施設
改善・経済的負担軽減を推進、谷保地
域への子育て施設設置を今後検討、ア
フタースクール拡充で学びを支援して
いきたい。

教育・子育て環境の充実を求める
みらいのくにたち

Ｑ 日常の平和な暮らしや地方自治が危機
的な今、歴代市長が直結で熱心に取り
組んできた平和・人権行政を施政方針
の重点施策でしっかり表明しなかった
ことは大問題！市長の見解を問う。
Ａ もう二度と被害者にも加害者にもなら
ないために戦争は絶対だめだというメ
ッセージを首長として発信し続けるこ
とは非常に大切だと思っている。
　 他、施政方針から「インクルーシブ教
育」が消えた大問題を質問。

今こそ、平和・人権守ると表明せよ！
こぶしの木

Ｑ  ケアに関わる事業者への支援とは、具
体的には何か。

Ａ 東京都の支援対象外のところなどに市
の独自の支援措置を検討する。

Ｑ学校教育を重点分野とした具体的取り
組みは。

Ａ 校内研究を中心とした個別最適な学び
と協働的な学びの一体的な充実に向け
た授業の改善や子どもの主体性を重視
した教育活動の推進、学校・学級の包
摂力を高める取組などを想定している。

「子育ち」を応援する市政運営を
立憲民主党

Ｑ 過去の市政から何を改善したのか。
Ａ教育、独居高齢者対策、人材確保等。
Ｑガソリン暫定税率をあてにするのか。
Ａそのような状況であった。
Ｑ共同親権の取組は。
Ａ改正法を正しく理解する必要がある。
　 他、カスタマーハラスメントの録画、
ベビーシッター、レスパイト事業、
HPVワクチンの男性接種の助成時期、
まちづくり、会議室棟、防災、くに
Pay還元率の変更等について質問。

市長1年2か月の方針を維新が問う！
日本維新の会

Ｑ 市長が思い描く50年後の国立市を実
現させるために何をすべきと考えるか。

Ａ 50年後も活力と魅力あふれるまちに
するために、市内のJR3駅周辺整備や
暮らして幸せを感じる手厚い福祉と行
政サービスを提供していきたい。

Ｑ現状ある子育ての地域格差について、
どのように考えているか。

Ａ 谷保・東地域における子育て支援施設
の設置や、公園の使い方なども子ども
や保護者の声を聞いて考えたい。 

Ｑ新しい認知症観に基づく施策とは、ど
のような事業を想定しているか

Ａ 認知症高齢者生活見守り事業の推進と
ご本人に日々の暮らしを楽しんでいた
だくための施策が重要と考える。

50年後の未来を見据えたまちづくりを
新しい議会

【令和8年2月27日・3月2日・3日・4日実施】
一般質問 要旨・発言順

口
頭
で
の
市
民
要
望
を
丁
寧
に

受
け
止
め
適
切
な
対
応
を
求
め
る

自
由
民
主
党　
　
石
井
伸
之  

議
員

Q
市
弓
友
会
か
ら
の
弓
道
場
新
設
要
望
は
。

A
コ
ス
ト
上
難
し
い
が
意
見
交
換
を
重
ね
る
。

Q
職
員
が
市
民
要
望
を
受
け
た
際
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
は
。

A
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
含
め
て
丁
寧
に
対
応

Q
時
間
外
勤
務
時
間
削
減
に
向
け
た
方
策
は
。

A
試
行
的
に
４
〜
６
月
は
窓
口
を
９
時
〜
16

時
30
分
と
し
時
間
外
手
当
が
一
千
800
万
円
減
。

Q
都
医
師
会
作
成
の
ワ
ク
チ
ン
手
帳
を
マ
イ

ナ
保
険
証
と
一
体
化
、
ア
プ
リ
化
の
活
用
は
。

A
令
和
10
年
度
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
。

Q
乳
幼
児
及
び
高
齢
者
の
重
症
化
予
防
へ

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
創
設
は
。

A
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
は
妊
娠
28
週
〜

37
週
の
定
期
接
種
を
４
月
よ
り
実
施
、
高
齢

者
補
助
は
国
の
審
議
を
注
視
。

Q
矢
川
上
テ
ニ
ス
場
①
改
善
は
②
張
替
後
オ

ム
ニ
コ
ー
ト
砂
の
有
無
を
利
用
者
へ
確
認
は
。

A
①
来
年
度
全
面
張
替
は
財
政
の
関
係
で
見

送
っ
た
。
早
急
に
応
急
修
繕
で
対
応
②
砂
の

有
無
は
テ
ニ
ス
連
盟
や
利
用
者
意
見
を
聞
く
。

Q
農
地
存
続
へ
都
の
保
全
地
域
拡
大
へ
協
議
。

A
引
き
続
き
都
の
関
係
者
と
意
見
交
換
す
る
。

他
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
継
続
を
質
問
。

今
年
度
も
維
新
の
改
革
を
断
行
へ
！

つ
い
に
、
共
同
親
権
が
施
行
！

日
本
維
新
の
会　
　
中
川
貴
大  

議
員

Q
全
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
に
点
字
記
載
を
。

A
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

Q
共
同
親
権
施
行
に
向
け
た
対
応
は
。

A
職
員
が
法
改
正
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
。

Q
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
加
速
す
べ
き
。

A
ア
セ
ッ
ト
開
放
に
つ
い
て
も
他
の
自
治
体

の
取
組
を
踏
ま
え
て
市
の
対
応
を
検
討
す
る
。

Q
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
の
状
況
は
。

A
今
後
も
大
学
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導
入
を
。

A
国
分
寺
で
は
令
和
９
年
度
に
準
備
。
国
立

で
も
他
自
治
体
の
事
例
を
情
報
収
集
す
る
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
学
と
の
連
携
は
。

A
大
学
の
担
当
者
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

Q
投
票
済
証
を
活
用
し
て
情
報
提
供
を
。

A
意
見
を
定
例
選
挙
管
理
委
員
会
で
伝
え
る
。

Q
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
振
り
返
っ
て
。

A
投
開
票
日
に
職
員
が
雪
か
き
を
行
っ
た
。

Q
国
立
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
現
状
は
。

A
で
き
る
だ
け
早
く
努
力
と
Ｊ
Ｒ
よ
り
。

Q
令
和
７
年
度
予
算
附
帯
決
議
の
振
り
返
り
。

A【
市
長
】引
き
続
き
丁
寧
に
対
応
す
る
。

Q
総
選
挙
を
受
け
、
市
長
の
受
け
止
め
は
。

A【
市
長
】暫
定
予
算
は
市
負
担
も
想
定
。

　“附帯決議”とはどのようなものなのでしょうか？

附帯決議とは…
予算案などの議案を可決する
際、意見や要望・留意事項
について、当該議案に附帯
して行う決議のことです。

市議会HPからも市議会だよりを
ご覧いただけます▶


